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地崚日本語教育の現場:● 3、多翅 ヒ共生の最蘭

“

で活口する

アツtスたち力:たくさんいま●.

異対ヒカ襟つかり合う中で、もみくちゃになりながらそれを楽しみ、

人と人を結び付け、地域社会を担う性となる―
そんな魅力的な人と、その がヽ日わる事葉について、

好存ふ旺菫なカエルが話を聞きに出掛けました。

取材 文‐●■● イラスト‐野村●夫

北村祐人さん
名古屋大学しよた日本議学費支崚システム

システムコーディネーター

●右●●は
「愚者は経験を語り
賢者は歴史を語/・」

北おさんは、いつから

uの 日3●●■に
田わつてるの?

大学生のときからです。名古屋にある

大学で、日本文学を専攻していたんです

が、日本語教育にも興味があつて、授業

を取っていました。それで、留学生のチ

ューターをやつてみようかな、と思って。

3年のとき、大学の留学生寮に住み込ん

で、みんなのお世話をしていました。そ

れで、地域の日本語教室にも顔を出すよ

うになったんですが、当時は行ったり行

かなかつたり、という状態でした。

本格的に地域の教室に関わりだしたの

は、社会人になってからです。地元で一

般の企業に就職したのですが、就職先と

50 月刊日本● 2012年 1月■

教室が近くなったこともあり、学生時代

よりも、頻繁に通うようになったんです。

これが楽しくて仕方ありませんでした。

教室がある土曜日が来るの力特 ち遺しく

て(笑 )。

● 二t:彗えお:ん
なに

r番は、感謝される満足感ですね。ボ

ランティアに行くと、それだけで感謝さ

れる。学習者からもらう「こういうこと

ができるようになったよ」などのコメン

トも、すごく励みになりました。

それから、担当していた中国人男性が、

地元のスピーチコンテストに出て、「北村

さんの故え方がとでも上手で、教えてく

れてありがたい。本当に感謝している」

という内容で発表してくれたんです。

(ビ)それ13ぐつとくるね。
本当にラれしかつたです。自分として

は、まだまだ自信がなかったし、力不足

を感じていたのですが。

● 事事状翼麗等F
とてもいいわ。

実は、仕事のほうはそうでもなくて

……。いろいろ考えて、しばらくして退

職し、次の道を歩むことを選びました。

魚
詢
ぶ

そうなんだ―。
籠もがうらやむような

企彙なのに、もつたいないね。

ラーん。でも、当時の上司もいい人で、

納得して辞められたので、後悔はしてい

ません。退職後、「これからどうしようか

な」って考えたときに浮かんできたのが、

地域の日本語教室のことでした。

地域の教室に来る学習者は、ある程度

は話せる人でも、固定化した話題を出し

入れしているだけで、コミュニカティプ

に広がる会議ができていない、という印

象があり、気になっていました。なので、

どうやったら、彼ら力Sも っとコミュニケ

ーションカを身に付けて、より豊かなや

りとりができるようになるのか、そのた

めのコースデザインは何なのかを研究し

たくて、大学院に行くことを決めました。

でも、それて論文を書くには無理があ

るとわかりました。地域の日本語教育は、

固定化されたコースデザインには、収ま

らないんだ、 と。結局、僕が名古屋大学
の大学院に入った年に、そこでちょうど

始められていた「とよた日本語学習支援

システム」の日本稲教室に調査に入らせ

てもらって、「教室でのやりとりが、外国

人の日本語習得にどういう影響を及ばし

ているのか」について研究しました。よ

く、「日本人ポランティアと学習者がおし

ゃべりをしているだけで、日本語の力が

付くのか」と言われますよね。それがど

うなのか、確かめたいと思ったんです。

●
それで、そは は?

音声を録音して、文字起こしをして、日

本人と外国人がどういう談話を繰り広げ

ているかを分析したんですけど、発al■

が抜群に増える、ということと、最初は

日本人から話し掛ける形が多かったのが、

徐々に学習者側からの切り出しが増えて

ヽ`く、 といラことが
'わ
かりました。

カ エ ル ′ ま と 0た

外国人と日本語教育を取り巻く
ざっくり年表
1972●中国残●邦人帰目開始

83年には、中国帰口を定着■遺センターが

田餃され 日本饉僚青がヽわれた

1977●0日本籠教青学会餃立

19800インドシナ難民の受け入れ開始

東京

"奈
川 兵

"に

定住民達センターが

つくられ、日本語敏青が行われた

19800rジャパゆきさスロ社会現象
年代 ■村花燎がやってくるようになる

19830●学生 0万人計画

中曽根内国の時、日策として策定され、

21103年に違成された

19840日本薔能力試験田始

19880■力事件

日本の日本語学校に留学をお望した学生が、授彙料を

払つたにもかかわらス ピザが発綸されなかったため、

在上海日本薇●日に抗口行動が起こされた

19890日本E教育能力検定試験厠綸

199o O改正入管法の鮨行

この改正により「定ttiJ`ザが創餃され、事実上、

日系人などが日本で■籠労働することを合法化した。

これにより、ァカセイとして多くの外国人が来日し、

その後の定住化につながつていく

199o O日本目牧青猥興協会設立

88年の■力事件を受け、日本田学校の■■を

■■する●口として腱,された

20010■ |口外国人彙住椰市会二
"催20020日本書,試験厠珀

20050外口人奎燎者藪颯 突破

20060●薔省'多文化夫生饉達プラ´策定

20070経団連「外口人材受入同■に蘭する第二次掟言」発表

20080●学生30万人II薔
●EPA(経済菫養協定)で1回目の■餞師

介口福祉士候補生が来日

1| ^-. rit#urrta"
僕は、日本語は、人とつながるための

ツールだと思っています。「とよた日本語

学習支援システム」を通じて、人と人を

つなぐ仕事をさせていただいている充実

感と、やりがいを感じています。このよ

うな環境を与えてくれた周囲の方々に感

謝しながら、これからも社会貢献できる

仕事を続けていきたいと思います。

月刊曰奉■ 2012年 1月号
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テーマ例
0自分の住まいや職場の機や写■を見せながら紹介する
●経屋を

“

す 0休 みの日に何をするかを饉す
●自分のお気に入りのものを脱明する

0自分の家族 友人 口燎の写真を見せながら紹介する
0自分の日味について話す
0'に ついて嬌す ●自分の出身地を瑠介する
●交通機関の利用法について目す

●派,の思い出を織や写■で紹介する
0■康のために気をつけていることを彗す
0■ぺもの 食事についてEす
●病気 病院の憫薇を交換する

人の日本語学習支援に使われることにな

った。この1億円を元に、「豊田市国際化

推進基金Jが設置され、企業 行政 大
学 地域住民が連携し、「とよた日本語学
習支援システム」がつくられた。

「普通、地域の教室の目標として、学習

者の日本語能力を上げることがあると思

いますが、システムの教室の目標はちょ

っと違うんです」と話すのは、創設当初

からこのシステムに関わる、得永美穂さ

ん。学習者と、「日本語パートナー」とし

て参加する日本人ポランティアを調整し、

実際の現場と教室運営に関わる「プログ

ラム コーディネーター」の一人だ。「シ

ステムの教室の目標は、外国人と地域を

つなげることなんです」

システムが運営支援する日本語教室に

は、地域の中の教室と企業の中の教室の

2種類があるが、その言葉どおり、どち

らも、外国人が生活する場 働く場の日
本人が、日本語パートナーになる。地域

の教室に来る日本人は、同じ地域に住む

住民で、企業の教室に参加するのは、同

じ会社で働く日本人従業員だ。

北村さんは語る。「多くの外国人は、日

本人や日本社会とはほとんど交わらず、

壁のある状態なので、お互いの理解が進

まない。この壁を壊すためには、同じ地

域の住民同士、同じ会社の従業員同士で、

1簡房全急鵬 室
トヨタ自動車株式会社のお膝元である、

愛知県豊田市。2007年 に、トヨタ自動車

側が、地域貢献として豊田市に3億円を

寄付。市の要請で、その三分の一が外国

国 (左)/洟字・|●ル峰 悦明 指示の全てに
日Rが入っている。このシー トを元に、辞書を片手に、
外国人と日本人が、お互いのことを目る。

図2(右)/鴨 みJ鰊口のためのシー ト.ひらがな、洟字交じり、
手●き文字、ど0文字でも読めるように、3段になつている。

月刊0本田 2012年 1月 ■

お互いの関係性を築くことが第一なんで

す」

システムの教室には、「会話クラス」と

「読み書きクラスJ力 'あ り
、それぞれ、1

つの期が、全 10回で行われる。

双方のクラスで使われるのは、「図 lJ

のようなシート。毎回、お互いの理解が

進むようなテーマが設けられており、1

回につき1つのテーマについて話し合う。

1期の間にどのようなテーマを取り上げ

るかは、学習者と話し合って決められる

(こ れまでに取り上げられたテーマにつ

いては、P52「テーマ例」参照)。

読み書きクラスでは、「図 1」 のシート

に加え、「図2」 のようなシートも使われ

る。これは、「経歴」というテーマで使わ

れたものだ。

「この日本語教室に来て、いちばんよか

ったことは、日本人の友達ができたこと

です」と、顔を輝かせるのは、松田エリ

ザベッチさん。20年前に来日したもの

の、これまで日本語を学ぶ機会はあまり

なかった。現在、地域の読み書きクラス

に通っている。「このクラスでは、最後に、

みんなが書いたものを壁に張って発表し

ます。他の人が書いたことがわかるから

楽しい。それに、私が知らない言葉が出

てくるので、いつもメモしていますJ

得永さんは言う。「日本語パートナーか

ら、『全く話せない人には、そのテーマで

使いそうな語彙表を用意したり、教材を

使ったりしたほうがいいのではないかJ

という意見が出ることがあります。でも、

こちらで用意したものは、しよせん学習

者自身のものではありません。辞書や写

真も使いますし、何もないところからお

互いに手探りで相手を知ろうと努力する

ことこそが、相互理解への近道なんです」

行政の立場からこのシステムに関わる、

豊田市総合企画部国際課の、粕谷浩二課

長は言う。「このシステムは、公教育、あ

るいは言語政策の一環であるという性格

も持ちます。他の地域や国の取り組みに

も、このノウハウが生かせるよう、情報

提供をしたいと思っていますJ

2010年度からの、システムの本格運用

開始に伴い、11年度で、「豊田市国際化推

進基金」はいったん完結。12年度からの

運用資金の中心は、豊田市が担うことに

なる。同市の取り組みが「公教育」とし

てどのように確立されていくのか、注日

したい。

■田市の粕谷浩二

鰊長 (左)と 、プロ

グラム コーデイ
ネーターの得永葉

穂さん (中 )。 ●田

市国際交流協会で。

薔  ん  0

.     ●      .

ユ田市で活動していて思うのが、外国

人・日本人暖 打 ち駆 よう雄 会メ

リのために、一人ひとりが、もっと地域社

会に口心をもってくれたらいヽ・Pr、 とtヽうこ

とです。その選択肢と

して、地域の日本饉

破室に足を選ん・rCれ

たらうれしいです。

′       システムは、
′    独自に日本語籠力の判定も
1     行っているんだつて。
 ヽ               ´́ ―́‐_.._
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